
社会福祉法人雲柱社

・行事や活動になるべく定員を設けず、希望者全員が参加できるようにする。

ア　小学生、中学生、高校生
等のさまざまな年齢層に合わ
せた事業提案が充実している
か

（小学生）
・児童館の特性（職員の存在、場の提供）を活かし、遊びを展開する（自由遊び→ルールを伴った遊び、
ひとり遊び→集団遊び等）。
・スポーツ(球技等週３回）、創作活動、音楽活動、学習支援、交通安全行事、自然体験活動等を中心に
プログラムを展開し、学校、年齢、性別を超えた新しい仲間づくりの場にする。
・新１年生歓迎会、サマーキャンプや農業体験等、館独自の催し、スポーツ大会等のイベントや季節の行
事を２６事業実施する。
(中高校生）
・悩みや相談を受容する場の提供、しゃべり場の設置（居場所の確保）、スポーツ大会の開催やバンド活
動向けに音楽室を開放し、中高校生世代にとっても利用しやすい環境づくりをする。
・自主的に企画を創造してもらい、自己表現力・人間力を深め、達成感や葛藤を体験する場を提供する。
・スポーツ指導、審判、外出の引率、イベントの手伝いをしてもらい児童館ボランティアの育成をする。
・１８時以降、中高校生に落ち着いて学習できる場を提供する。

イ　学童クラブの指導計画等
が、健全育成の視点から適切
なものであるか

・家庭に代わる安全で楽しい生活の場としての役割を担う。また、遊びや友だちの関係の広がり、多様な
生活体験、家庭や地域との関わりを大切にしながら、子どもたちの育ちと家庭を支援する。

ウ　地域子育て支援拠点事業
及び利用者支援事業の内容が
妥当であるか

（地域子育て支援拠点事業）
・火・木・金の９時から１２時に乳幼児スペースにて子育ての相談や関連情報の提供などを行う。
・定員を設けず希望者は誰でも参加できるようにする。定員が多くなった場合は、時間などを変えて対応
する。
・クラスを７つに分け、年齢発達に応じた運動遊びやふれあい遊び、季節行事等、親子交流の場の提供と
促進を行う。
・随時、保護者にも役割を担ってもらい協働して活動を展開する。
・月１回以上、子育て講座を実施する。
・土日はプレイルームを開放し、父親の育児参加の場を設ける。
・子育て中の保護者の自主グループに道具、資材の提供や活動内容の相談に乗るなど活動の支援をする。
（利用者支援事業）
・相談記録を取り、利用者の傾向と対策を考え事業推進に反映する。あわせて子育てに関する情報を発信
していく。
・法人内の他事業所や地域の保育資源と連絡を取り合い、連携・協力体制を確立する。
・各種研修会、セミナー等へ積極的に参加し相談者としての資質を高める。
・親子共同参加の多文化交流活動を実施し、多文化交流（外国人家庭へのアプローチ）を行う。

・年２回、運営連絡協議会を開催し、評価点、課題点を今後の事業に反映させる。
・年４回、サービス内容の確認を職員全員で行い、多種多様な要望を共有しサービス品質向上に努める。

・館内に意見箱を設置し、職員のコメントを付けて返信するとともに、できる限り事業に反映させる。
・利用者アンケートを実施する。
・活動終了後、意見を記入してもらい、そこでの意見を事業に反映させる。

・児童館事業の中で気になる子どもを早期に「気づき」、保護者への気づきを促す。また、保護者の不安
な気持ちに寄り添い、受け止め、相談や支援につなげる。
・心理相談員や関係機関と連携し、最適な支援につなげる。
・スキルアップ研修に積極的に参加し、現場で適切な支援を行うことができる職員を養成する。

・学童クラブ待機児童を放課後から１８時まで、長期休業日・振替休業日は９時から１８時まで受け入れ
る。
・放課後の居場所の確保、相談窓口を設置し、小学校高学年の自立支援をする。

・児童福祉法第４０条、墨田区子ども・子育て支援総合計画、子ども子育て会議学齢部門における提言を
踏まえた運営をする。
・児童の遊び、集団活動及び生活の支援を通して、児童の健全な心身の成長を支援する。
・地域の子育て・子育ち拠点として地域に信頼される施設運営をする。

・５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・習慣）を徹底することで無駄を省き、コスト削減、環境整備をする。
・利用者に配慮しながら節電をする。
・裏紙をメモに使用するなど再利用できる資源を活用する。

・提案額：８６，０００，０００円

・区民の雇用を積極的に行う。
・施設の維持管理、補修、事業教材、学童クラブのおやつ等を購入の際は区内事業者、団体を優先する。
・事業運営において、様々な会議に参加し、区内事業者、団体とのつながりを積極的に構築する。

・定員を極力設けず行事や活動を実施する。
・利用者の少ない午前中に乳幼児活動で親子の交流活動、午後は小学生、夜間は中高校生を中心に事業を
実施し、施設の利用時間に空きがないようにする。
・日々の利用者との関わりを大切にしながら関係性を構築し、利用者ニーズ、地域ニーズを掘り起こし、
事業へつなげる。
・利用者アンケートを実施し、事業のマンネリ化防止及び利用者の意見を受け止め改善する。
・年４回、サービス内容の確認を職員全員で行い、多種多様な要望の共有、共通認識を持ち、サービス内
容・品質の向上に努める。

・地域の人に児童館イベントの協力、参加を促し、児童館への親しみを深めてもらう。
・近隣小学校・中学校の運営連絡協議会へ参加する。また、児童館の協議会に学校関係者、育成委員会、
近隣保育園、民生委員等に参加してもらい児童館事業の報告と要望を聞き、事業展開に活かす。
・利用者参画の行事を実施し、地域に根差した児童館運営をする。
・ＰＴＡ、町会、子ども会、外部団体等と連携し行事を行う。
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(６) 地域住民や保護者との交流・
連携を促進する取組の内容は充実
しているか

(２) 施設の設置目的を達成するた
めの事業計画となっているか

(６) 待機児童や小学校高学年に対
する学童クラブを補完する事業の
提案が充実しているか
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(５) 配慮を必要とする子どもへの
対応（体制、研修、職員育成等）
が考えられているか

さくら橋コミュニティセンター指定管理者応募事業者提案概要

項目

(１) 利用者にとって平等に利用で
きる環境が整えられているか

(３) 利用者サービスの向上につな
がる独自の提案があり、実現が可
能か

(４) 利用者の要望・意見等を聴く
ための手段と業務改善の取組があ
るか

(１) 施設の設置目的を踏まえた管
理・運営方針となっているか

(２) 施設の維持管理経費を節減す
るための積極的な取組があるか

(３) 提案額は、事業計画を実現す
るための適正な額となっているか

(４) 区民の雇用や区内企業の活用
を図る取組があるか

(５) 利用者の増加策や施設稼働率
（利用率）向上への取組は効果的
か
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さくら橋コミュニティセンター指定管理者応募事業者提案概要

項目

【自己資本比率】
　平成３０年度：５５．０％　令和元年度：５５．３％
【流動比率】
　平成３０年度：２．２９　令和元年度：１．６６
【固定長期適合率】
　平成３０年度：８０．６％　令和元年度：８８．３％

・常勤職員１２名うち利用者支援専門員１名
・非常勤等職員４名

・館長は子ども・子育て関連施設の従事経験が１７年
・児童館責任者は子ども・子育て関連施設の従事経験が１５年、学童クラブの責任者は子ども・子育て関
連施設の従事経験が８年
・初任者、中堅（実技・スキルアップ）、リーダー、リーダーキャリアアップ、統括リーダーと階層別・
キャリア別に細かく研修を実施し、資質向上に努める。

・墨田区の個人情報保護条例及び法人の個人情報保護規定を遵守する。
・個人情報の持出しをしない。
・墨田区の情報公開条例及び法人の情報公開・開示規定を遵守する。
・行事等で利用者から費用を徴収した場合は、行事終了後、収支会計報告を公開する。

・苦情受付者、苦情対応者、苦情の第三者委員を明示し、苦情を出しやすくし改善を図る。
・危機管理マニュアル（火災・地震・不審者対策）を備えている。
・緊急地震速報、防災無線、インターネットなどを使い、情報収集する。
・救命救急講習等の研修を受ける。
・事故発生時は所管課、法人に経緯を報告し情報共有及び適宜指示を受け対応する。
・新型コロナウイルスについては、法人ＢＣＰにもとづき対応する。

・区内：５児童館
・他自治体：荒川区、大田区、江東区、練馬区、狛江市、日野市で児童館を運営

(４) 個人情報保護の徹底及び積極
的な情報公開を行う計画となって
いるか
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(１) 経営状況及び財政基盤は安定
しているか

(２) 職員構成、職員数及び組織の
管理・運営体制は適切か

(３) 管理責任者及び職員の資格や
経験は適切であり、職員のスキル
アップに向けた取組は十分か

(５) 災害その他緊急時の危機管理
体制及び苦情処理体制は明確か

(６) 同種事業に関する他の自治体
での実績の有無、本区での実績の
有無
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